


















































































































































1342例である。急性虫垂炎の年別、月別、季節別（春：3, 4, 5月、夏：6, 7, 8月、










相関があり（それぞれR:-0.192, p=0.0031, R: -0.190, p=0.0033）、急性虫垂炎は気
圧1005-1009mb、気温16.9-23.6℃の期間に最も多かった。
結論：急性虫垂炎は5月に最も多く12月に最も少ない。季節では春に最も多い。
急性虫垂炎の頻度は気圧・気温と関連がある。
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大腸癌術後、10年を経て吻合部再発を認めた1例
沖縄赤十字病院　外科1)、沖縄赤十字病院　病理診断科2)、沖縄赤十字病院　救急部3)
○田
た も と
本　秀
しゅうすけ
輔1)、友利　健彦1)、仲里　秀次1)、豊見山　健1)、
石川　雅士2)、長嶺　信治1)、宮城　　淳1)、佐々木秀章3)、
永吉　盛司1)、大嶺　　靖1)、知花　知美1)
はじめに大腸癌術後の再発率は約17.3％と言われ、再発部位としては、肝が7.1％
と最も多く、次いで肺が4.8％、局所が4.0％で吻合部再発は0.4％と稀である。 
結腸癌吻合部再発の平均再発時期は16.6ヵ月（3～56ヵ月）であり、報告例の
半数以上が1年以内と報告されている。今回、我々は初回手術より10年を経て
局所再発した上行結腸癌の1例を経験したため報告する。症例は40歳台、男性。
2005年に当院で上行結腸癌に対して腹腔鏡下右半結腸切除術を施行。病理学
的診断はtub2、ss、ly＋、最終診断はN0、H0、P0、M0、Stage2、curAであっ
た。術後化学療法後、経過観察を行っていたが、およそ術後3年で外来を自己
中断されていた。2016年、顔色不良を指摘され近医受診しHb3の貧血を認めた。 
下部内視鏡検査で吻合部に3型の腫瘤を認め、生検結果はAdenocarcinomaで
あった。横行結腸小腸切除術を施行し、病理学的診断は高分化～中分化型腺
癌であり、初回手術後の再発が考えられた。自験例のように、初回手術から
10年を経て局所再発を来す症例は非常にまれであり、若干の文献的考察を加
えて報告する。
